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第Ⅲ期中期計画：エ-（カ）-a 暮らし・地域・環境を育む建築・まちづくりの推進 

〇持続可能な地域システムの構築 

研究推進

項目 

研究・技

術領域 
取り組み内容 

第 III 期 第 IV 期 
成果の普及、利用場面 アウトカム 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 以降 

1.地域・集

落を維持・

活 性 化 す

る た め の

地 域 シ ス

テ ム の 研

究開発 

(1) まちづ

くり・地域

運営 

①地域の運営組織に関する研究       ・市町村や団体が集落等に

おいて施策等を実施す

る際に活用 

地域の生活環

境の持続可能

性向上 

②地域における人流・物流の効率化に関する

研究 

  

 

 

 

      ・小規模市町村が交通施策

を実施する際に活用 

③地域の生活インフラに関する研究 

 

 

      ・小規模市町村において、

生活インフラに関する

施策を検討する際に活

用 

④地域の維持・活性化に関する研究       ・市町村等がまちづくりに 

関する施策等を実施す

る際に活用 

 

 

 

  

地域の移動資源を活用した交通システムの構築 

地域水供給インフラの運営・再編支援システムの開発 

 

地域運営組織の形成支援方策 

地域における人・モノ 
輸送システムの構築 

建築・まちづくり 
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エ-（カ）-a 暮らし・地域・環境を育む建築・まちづくりの推進（つづき） 

〇安全な地域づくりのためのシステムの構築 

研究推進

項目 

研究・技

術領域 
取り組み内容 

第 III 期 第 IV 期 
成果の普及、利用場面 アウトカム 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 以降 

2. 災 害 の

被 害 軽 減

と 防 災 対

策 手 法 の

開発 

(1)耐震化 

 

 

 

①北海道想定地震における住宅等の被害予

測の高度化に関する研究 

 

      ・道の耐震施策への反 

 映 

・事業者への普及 

道内の建物におけ

る耐震性の向上 

②北海道における耐震性能の地域差に関す

る研究 

 

      ・道の耐震施策への反 

 映 

(2) 社会経

済リスク 

①北海道内産業における災害リスク評価手

法に関する研究 

      ・道の防災施策への反 

 映 

・道内事業者への反映 

経済リスクの低減 

(3) 想定災

害対策 

 

① 海溝型地震対策に関する研究 

 

 

 

       ・道・市町村への地震

対策への反映 

減災目標の達成 

 

道内活火山による

リスクの低減 

②火山噴火による被害分布の予測対策等に

関する研究 

      ・道・市町村への火山

対策への反映 

(4) 災害情

報 

①防災教育の実践手法に関する研究 

 

 

      ・道の防災教育への反 

 映 

道民の防災力向上 

 

防災情報の確実な

伝達 ②災害発生時の情報伝達手法に関する研究 

 

 

      ・市町村の防災対策へ

反映 

3. 災 害 発

生 後 の 応

急 対 策 及

び 復 興 対

策 手 法 の

開発 

(1) 応急対

策 復 興 対

策 

①北海道型応急仮設住宅の開発及び供給計

画に関する研究 

       ・発生した災害に対す

る調査・市町村支援 

応急仮設住宅の速

やかな供給 

 

災害リスクの低減 

 

二次被害の防止 

 

災害からの復興 

 

復興計画の速やか

な作成 

②災害発生時および発生後の対応       ・道の応急対策への反 

 映 

・災害発生時の復興計

画へ反映 

耐震化の効果予測 

耐震性の地域性評価 

北海道型応急仮設住宅の開発及び供給計画 

胆振東部地震の復興計画支援 

防災教育の実践・教材の開発 

噴出物荷重の評価と構造物への影響解析 

気象・地形条件による音声伝搬評価法の構築 

建築・まちづくり 

震災対応の検証と提言 

木造応急仮設住宅の速やかな供給及び転用のための仕様提案 

耐震改修促進策の調査分析 

防災資材のコンテナ備蓄方法の提案 

千島海溝周辺における海溝型地震の被害想定・

減災効果の評価・減災対策支援 

日本海・オホーツク海・海溝型地震の

被害想定・防災対策の評価 

防災まちづくりの評価ツールの開発 
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エ-（カ）-a 暮らし・地域・環境を育む建築・まちづくりの推進（つづき） 

○ 暮らし・産業を支える都市・建築に関する研究 

研究推進

項目 

研究・技

術領域 
取り組み内容 

第 III 期 第 IV 期 
成果の普及、利用場面 アウトカム 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 以降 

4. 建 築 技

術 の 開 発

と 高 度 化

の た め の

研究開発 

(1) 建築材

料 

①寒冷環境下における建築材料の劣化現象

の解明と分析手法の高度化 

 

   

 

  ・学会指針等に反映 

・JIS 等の規格に反映 

・材料メーカー等に技術移  

 転 

構造物の長寿

命化 

②寒冷環境下における建築材料の寿命予測

手法の開発 

  

    ・学会指針等に反映 

・JIS 等の規格に反映 

・民間企業における製品開

発に反映 

(2) 建築施

工 

①寒冷地における施工の省力化手法の開発 
 

 
 

   ・学会指針等に反映 

・講習会を通じ建築事業者

への普及  

建設業におけ

る人手不足へ

の対応 

(3) ストッ

ク マ ネ ジ

メント 

 

①建築物の劣化状況に応じたストックマネ

ジメント手法の開発 

 
 

  
 

 ・市町村の公共建築物長寿

命化計画や公共施設等

総合管理計画に反映 

・北海道の公営住宅へ適用 

建築物の長寿

命化、維持管理

の効率化 

 

老朽化した建

築物の円滑な

更新 

②合理的な建物診断・維持管理手法の開発  
  

   ・調査診断に関する支援ツ

ールを技術者に普及 

・調査診断、改修設計時等

に活用 

(4) 建築環

境 

①温熱環境を改善する技術・手法の開発 
 

 

 

 

 

    ・講習会を通じ建築事業者

への普及 

・建材設備業者へ技術移転 

・道内産業施設への適用 

建築物、産業施

設の省エネル

ギー性能の向

上 

 

建築物の居住

性、耐久性向上 

②建築環境の評価手法の開発 
  

    ・講習会を通じ建築事業者

への普及 

・国の省エネルギー基準や

住宅性能表示基準に反

映 

 

外壁の湿気排出性能の評価法の構築 

住宅基礎コンクリートの寒冷期施工の合理化 

コンクリート系外装材表面保護材の長期耐久性評価

産業施設における温熱環境の制御法の開発 

 

建築・まちづくり 

（非公表） 

RC 造公営住宅のストックマネジメント手法の開発 

AI を活用した RC 造建築物外壁調

査・診断等の支援技術の開発 



44 

  

 

 

エ-（カ）-a 暮らし・地域・環境を育む建築・まちづくりの推進（つづき） 

研究推進

項目 

研究・技

術領域 
取り組み内容 

第 III 期 第 IV 期 
成果の普及、利用場面 アウトカム 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 以降 

4. 建 築 技

術 の 開 発

と 高 度 化

の た め の

研究開発 

(5) 建築構

造 

①建築物の構造特性の解明と構造設計の最

適化 

 

 

     ・構造計算適合性判定業務

に反映 

・講習会を通じ、特定行政

庁および構造設計者へ

普及 

・JIS 等の規格に反映 

建築物の耐震

性向上 

 

構造設計の技

術力向上 

 

災害に対する

強靭性の向上 

②建築物の耐震性を向上させる技術・手法の

開発 

  

  

 

 

 
 

 ・講習会を通じ建築事業者

への普及 

(6) 建築防

火 

①断熱外壁の防火性能の予測・評価法の開発 

 

 

  

 

 

 

    ・性能評価業務に反映 

・建築事業者からの技術相

談に対応 

建築物の火災

安全性の確保 

企業の技術開

発の促進 

② 防耐火性能を有する断熱構法の開発 

 

 

  

  

 
 

  ・建築事業者への技術移転 

講習会を通じ建築事業

者への普及 

5. 都 市 と

住宅・建築

の 計 画 の

た め の 研

究開発 

(1) 住宅施

策 

①北海道の民間住宅施策に関する研究 

  

 

      ・道、市町村等の民間住宅

施策、民間事業者の住宅

建設において活用 

道民の住まい

確保、良質な住

宅の提供、住宅

産業の振興 

 

既存住宅の活

用促進 

②北海道の公営住宅等の整備に関する研究       ・道、市町村等の公営住宅

施策等において活用 

(2) 建築計

画 

 

①建築物の風雪対策に関する研究 

 

      ・建築物の計画、設計にお

いて活用 

良質な建築ス

トックの形成 

②地域特性に応じた公共建築物の整備に 

関する研究 

      ・建築物の計画、設計にお

いて活用 

・ZEB、庁舎整備等におい

て活用 

木外装防火外壁の施工マニュアルの作成 

防火構造外壁の評価手法の構築 

事前耐震技術・復旧技術の開発 

構造特性の可視化技術の開発 

地域におけるサ高住の整備手法 

 

被災者の住まい確保に関する施策の提案 

建築・まちづくり 

「道の駅」の整備・改修に関する提案 

断熱材の特性を活かした鉄骨造準耐火外壁の開発 

数値解析を用いた木造外壁の防耐火性能予測法の開発 

戸建て空き家・空き家予備軍の把握・

評価ツールの開発 
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エ-（カ）-a 暮らし・地域・環境を育む建築・まちづくりの推進（つづき） 

研究推進

項目 

研究・技

術領域 
取り組み内容 

第 III 期 第 IV 期 
成果の普及、利用場面 アウトカム 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 以降 

6. 循 環 資

源 利 用 の

た め の 研

究開発 

(1) 建築系

廃 棄 物 の

循 環 資 源

利用 

①新たな循環資源利用システムに関する研

究 

 

 

 

 

      ・道のリサイクル関連施策

へ反映 

・廃棄物処理業者の施設整

備，技術開発に適用 

・建築事業者へ技術移転 

リデュース・リ

ユース・リサイ

クル（３Ｒ）の

達成 

②循環資源利用のための技術開発       ・廃棄物処理業者の施設整

備，技術開発に適用 

・建材事業者の新商品開発

などで活用 

・建築事業者へ技術移転 

 

  

建設廃棄物の発生実態の明確化 

分別・循環利用の容易な建材・構法の開発 

建築・まちづくり 

循環資源利用 

システムの提案 
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第Ⅲ期中期計画：エ-（カ）-b 省エネルギーと再生可能エネルギーの利活用の推進 

研究推進

項目 

研究・技

術領域 
取り組み内容 

第 III 期 第 IV 期 
成果の普及、利用場面 アウトカム 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 以降 

1. 省 エ ネ

ル ギ ー 技

術 と エ ネ

ル ギ ー の

効 率 的 利

用 シ ス テ

ムの開発 

(1)建築物

の 省 エ ネ

技術 

①省エネルギー技術（断熱･遮熱、設備、日射

利用･通風等）の高度化 

      ・建物設計施工者へ講習会

等通じて情報提供 

・道の省エネルギー施策へ

反映 

建築・地域にお

けるエネルギ

ー消費量の低

減 

②省エネルギー改修技術の開発       ・民間業者へ技術普及 

・建物設計施工者へ講習会

等通じて情報提供 

(2) 省エネ

性 能 等 の

評価手法 

 

①省エネルギー建築物、建材、設備等の性能

評価法の構築 

      ・民間業者へ技術普及 

・建物設計施工者へ講習会

等通じて情報提供 

・国の省エネルギー施策へ

反映 

建築・地域にお

けるエネルギ

ー消費量の低

減 

②建物種類や地域単位でのエネルギー消費

量推定法の構築 

      ・国、道、市町村の省エネ

ルギー施策へ反映 

・民間企業の技術開発、建

物･設備設計の支援に活

用 

 

研 究 推 進

項目 

研究・技術

領域 

取り組み内容 第 III 期 第 IV 期 

 

成果の普及、利用場面 アウトカム 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 以降 

2. 再 生 可

能 エ ネ ル

ギ ー な ど

の 利 活 用

と 安 定 供

給 の た め

の 技 術 開

発 

(1) 再生可

能 エ ネ ル

ギ ー の 利

用技術 

①再生可能エネルギーの効率的な利用方法

の開発 

      ・民間業者へ技術移転 

・建物設計施工者へ講習会

等通じて情報提供 

地域・エリアで

のエネルギー

の有効活用、エ

ネルギーの地

産地消 

(2) 地域で

の エ ネ ル

ギ ー 有 効

活用 

②地域資源を活用した建築群・地域単位で

のゼロエネルギー化方策の構築 

      ・市町村のまちづくり施策

へ反映 

省エネルギー性評価のための気象データの構築 

木質バイオマスの供給･利用システム開発 

モデル地域におけるエネルギー･ビジョンの提案 

建築・まちづくり 

既存住宅改修の省エネルギー効果の見える化 

再生可能エネルギーの高効率利用システムの開発 

建築物CO2排出量の地域特性把握 

エネルギーマネジメントによるエネルギー利用の効率

化や日射利用等による省エネルギー技術の高度化 


